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田

ふるさと宇治の木と花募集

1
2
月
１
日
～
1
5
日

歳
末た
す
け
あ
い
運
動

身
近
で
親
し
み
や
す
い
も
の

応
募
は
2
5
日
ま
で
に

宇
治
市
は
、
来
年
三
月
一
日
に
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
市
の
木
」
「
市
の
花
」
を
制
定
す

。
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ｏ
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広

く
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
美
し
い
景
観
と
古
い

歴
史
を
も
と
に
「
緑
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
づ

く
り
」
を
す
す
め
る
た
め
、
市
制

施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「
市
の
木
」

「
市
の
花
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
第
一
回
市
の
木
・
市

の
花
選
定
委
員
会
（
会
長
麗
次
郎

さ
ん
）
が
開
か
れ
選
定
方
法
や
選

定
基
準
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
ょ
う
。

《
選
定
の
基
準
》

「
市
の
木
」
＝
常
緑
、
落
葉
、
針
葉
、

十
二
月
七
日
間
は
。
宇
治
市

長
選
挙
の
投
票
日
。

私
た
ち
の
ま
ち
宇
治
の
市
政

を
託
す
、
身
近
で
大
切
な
選
挙

で
す
。
選
挙
公
報
な
ど
で
候
補

者
の
政
見
や
人
柄
ｙ
至
く
み
で
、

あ
な
た
の
一
票
を
い
か
し
ま
し

地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
な
に
よ
り
も
市
民
の

広
葉
そ
の
他
ど
の
よ

投
票
で
き
る
人

う
な
木
で
も
。

「
市
の
花
」
＝
花
木
、
草
花
類
。

マ
だ
れ
に
も
知
ら
れ
、
親
し
み
や

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
五

十
五
年
八
月
二
十
六
日
以
前
に

住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
宇

治
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

市
内
転
居
し
た
人

す
い
も
の
。

マ
市
の
歴
史
、

一

伝
説
、
文
学
な
ど

と
関
係
の
深
い
も
の
。

一一

投
票
時
間

捨てるなも一度考えて

ま
ず
は
下
絵
に
取
組
む
参
加
者

版
画
づ
く
リ
教
室

ト
リ
の
図
案
な
ど

も
り
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
街
角

で
往
き
逢
う
人
達
か
ら
ぞ
一
の
間

は
よ
い
で
す
ね
”
と
い
わ
れ
、
少

し
で
も
私
の
願
い
が
わ
か
っ
て
も

ら
え
た
も
の
と
う
れ
し
く
思
っ
て

い
る
ｙ
健
康
に
は
自
信
の
あ
っ
た

私
だ
が
遂
に
病
に
は
勝
て
ず
市
長

の
職
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
年
間
を
省
み
て
何
事
も
な
さ
ず

三
の
間
を
書
き
っ
づ
っ
た
過
ぎ
し

日
の
幸
せ
を
必
ず
呼
び
起
こ
し
て

く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
▼
宇
治
川

は
永
遠
に
流
れ
る
。
そ
し
て
宇

治
橋
の
三
の
間
は
い
つ
ま
で
も
消

え
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
三
の
間
は
今
日
を
最
後
に
そ
の

幕
を
閉
じ
る
。
三
の
間
が
消
え
て

も
宇
治
に
住
む
人
々
の
心
の
中
に

お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
町
、
体

の
弱
い
人
達
や
父
や
母
の
な
い
子

ら
に
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
る
町

と
し
て
、
大
き
く
育
っ
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
た
一
人
の

市
長
が
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
と
思
う

ｙ
最
後
に
宇
治
市
民
の
み
な
さ
ん

の
限
り
な
い
幸
せ
と
宇
泊
市
の
永

逮
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
お
別
れ

の
こ
と
ば
と
し
た
い
。
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£
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喘

叫
一
田

作
…
Ｅ
作

中
吼
｀

｀定ｍｍ利

る
の
へ

す
す
い

払
ま
た

支
き
て

お
だ
い

に
た
つ

目
い
が

年
て
息

―
し
利

｀
に
に
・

は
期
息
す

金
定
利
ま

預
年
は
リ

期
１
に
な

定
を
日
に

年
息
期
く

２
利
満
と

の
間
ヽ
お

こ
中
で
ん

ｑ
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マ
病
虫
害
な
ど
の
発
生
が
少
な
い
も

の
で
管
理
が
し
や
す
い
も
の
。

マ
市
民
生
活
と
結
び
つ
き
。
都
市

緑
化
・
美
化
に
役
立
つ
も
の
。

マ
市
の
産
業
、
観
光
な
ど
に
な
じ

み
や
す
い
も
の
。

〈
選
定
の
方
法
〉

広
く
市
民
か
ら
募
集
し
た
の
ち

選
定
委
員
会
で
決
定
。

《
募
集
の
期
間
》

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
～

十
二
月
二
十
五
日
（
必
着
）
。

《
応
募
の
方
法
》

マ
左
下
の
推
せ
ん
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
市
役
所
玄
関
、
市
民
会

・
館
、
市
役
所
連
絡
所
（
羽
拍
子

町
…
松
下
時
計
店
、
広
野
町
・
：

荒
木
書
店
、
伊
勢
田
町
…
小
山

端
泉
堂
、
小
倉
町
・
：
カ
メ
ラ
の

う
さ
ぎ
堂
Ｅ
島
町
・
：
あ
た
り

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
第
十
七
。
十
八
投
票
所
に

つ
い
て
は
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

枝Ｆ田鎌

や
、
木
幡
・
：
ジ
ン
ノ
書
店
・
岩
《
茶
の
木
に
つ
い
て
》

田
書
店
、
五
ヶ
庄
…
黄
槃
薬
局
）
約
七
百
五
十
年
前
に
、
明
恵
上
無
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し

に
あ
る
受
付
箱
へ
入
れ
て
く
だ
人
が
京
都
栂
尾
か
ら
茶
を
伝
え
て
た
い
。
し
か
し
こ
の
四
年
間
は
私

さ
い
・
以
来
、
本
市
と
「
茶
の
木
」
は
切
に
と
っ
て
は
最
も
輝
か
し
い
一
時

マ
は
が
き
の
場
合
は
、
推
せ
ん
用
り
は
な
せ
ま
せ
ん
。
期
で
あ
っ
た
と
、
う
れ
し
さ
で
い
っ

紙
の
様
式
に
準
じ
て
記
入
の
う
そ
こ
で
「
茶
の
木
」
は
市
の
宝
ぱ
い
で
あ
る
。
改
め
て
ご
支
持
、

え
。
宇
治
琵
琶
三
一
丞
市
信
心
す
な
わ
ち
「
市
の
宝
木
」
と
定
め
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
市
民

市
民
部
農
林
茶
業
課
ま
で
。
た
別
格
と
し
、
今
回
の
募
集
に
は
含
の
方
々
に
真
心
こ
め
て
お
礼
を
申

だ
し
、
一
枚
の
は
が
き
に
「
市
み
ま
せ
ん
。
し
あ
げ
た
い
ｙ
宇
治
市
は
永
遠
に

心
木
」
「
市
心
花
」
を
一
つ
づ
〈
発
表
》
不
滅
で
あ
る
。
千
年
の
歴
史
は
永

つ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
決
定
し
た
「
市
の
木
≒
市
の
花
」
久
に
続
き
、
そ
こ
に
生
き
育
つ
人

な
■
お
、
推
せ
ん
用
紙
ま
た
は
、
は
、
五
十
六
年
三
月
一
日
の
市
制
々
に
は
限
り
無
い
幸
せ
が
広
が
っ

は
が
き
心
ど
ち
ら
か
で
一
人
一
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
で
発
表
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
ｙ

枚
に
限
り
ま
す
。

《
応
募
資
格
》

市
民
お
よ
び
市
内
に
勤
務
す
る

人
。

市の木・市の花推せん用紙

「
市
の
木
」

推
せ
ん
理
由

「

（

「
市
の
花
」
（

推
せ
ん
理
由

一氏
名
（

住
所
（

年
齢
（

一

丿

一

（

す
る
と
と
も
に
、
採
用
さ
れ
た
人
い
つ
の
日
か
宇
治
の
川
畔
に
立
ぢ
、

の
中
か
ら
抽
せ
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
五
花
を
眺
め
新
緑
に
目
を
輝
か
せ
暮

人
づ
つ
．
同
式
典
に
招
待
し
、
記
れ
行
く
秋
の
夕
日
を
仰
ぐ
と
き
、

念
品
を
贈
り
ま
す
。

二）））））
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第

地域福祉活動の担い手
こ
の
ほ
ど
、
前
委
貝
の
任
期

満
了
に
よ
っ
て
新
し
い
民
生
委

員
（
児
童
委
員
を
兼
任
）
百
九
十

六
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
新

し
い
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
宇
治

市
民
生
委
員
推
せ
ん
会
が
推
せ
ん

し
、
京
都
府
の
審
套
芯
審
査
を

経
て
。
厚
生
大
臣
か
ら
（
児
童
委

員
は
京
都
府
知
事
か
ら
）
委
嘱
さ

れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
改
選
で
十
三
人
が
増
員

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
今
ま
で

受
持
ち
世
帯
数
の
多
か
っ
た
委
貝

の
負
担
が
軽
く
な
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
き
め
細
か
い
地
域
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
生
活
保
護
を
は

じ
め
児
童
、
老
人
、
心
身
障
害
㈹

者
、
母
子
家
庭
の
た
め
の
仕
事
ｔ

生
活
に
関
連
し
て
の
無
職
や
無
収

民
生
委
員

’
（
敬
称

ｙ
木
幡
地
区
ふ

・
六
地
蔵

竹
本
吉
隆
＝
町
並
2
4

西
村
健
司
＝
柿
ノ
木
町
2
8

入
・
扶
養
の
事
実
な
ど
の
証
明
、

そ
れ
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
事
業
や
共
同
募
金
、
歳
末
助
け

合
い
運
動
へ
の
協
力
な
ど
、
市
民

の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
重
要

な
任
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
社
会
を
健
康
で
住

み
よ
い
明
る
い
町
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
み
ん
な
が
民
生
委
員
の

仕
事
を
理
解
し
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

滝
田
浩
―
西
中
4
7
－
５

久
保
田
ナ
オ
ー
御
蔵
山
3
9
‐
2
8
6

略
）
多
田
き
み
子
＝
桧
尾
4
2
－
３

丸
野
清
三
―
奈
良
町
２
‐
1
2

・
木
幡

辻
信
一
＝
御
園
2
0
‐
1
3
1

中
川
晃
＝
陣
ノ
内
3
8
－
８

中
西
成
一
Ｔ
正
中
2
6

永
田
蹊
子
Ｌ
御
園
３
‐
1
3

野
々
山
美
和
子
Ｌ
御
蔵
山
3
9
‐
7
9
0

堅
本
聖
子
Ｌ
中
村
5
4
－
９

荒
木
嘉
夫
＝
大
瀬
戸
5
0
‐
２
深
谷
ス
エ
＝
南
山
１
‐
1
1

乾
伶
三
＝
南
山
1
2
‐
７
２
藤
林
博
審
Ｔ
南
端
5
3
－
３

梅
田
純
一
郎
Ｌ
内
畑
3
4
‐
1
0
ユ
二
三
角
ヒ
サ
エ
＝
大
瀬
戸
3
0
1

宇
治
マ
ン
シ
ョ
ン
５
棟
5
0
1
宮
原
美
代
子
Ｌ
南
山
8
0
－
3
2

大
石
省
三
＝
花
揃
2
1

小
川
士
海
―
平
尾
2
8
‐
3
6
0

荻
み
さ
を
凡

萱
場
笑
子
Ｌ
西
浦
2
1

北
村
鈴
子
Ｌ
南
山
９
‐
6
9

元
山
君
代
＝
御
蔵
山
3
9
‐
3
6
6

和
田
智
子
Ｌ
金
草
原
5
0
－
1
7

渋
谷
忠
一
＝
炭
山
久
田
5
2

中
谷
勝
＝
西
笠
取
下
荘
川
西

ｙ
東
宇
治
地
区
一

一
五
ヶ
庄

奥
田
冨
子
Ｌ
広
岡
谷
２
‐
’
9
8

押
口
光
子
Ｌ
西
浦
2
0
‐
８

久
保
籾
包
上
二
番
割
３
７
市
営
住

宅
６
号

瀧
渾
美
佐
尾
＝
西
浦
3
9
‐
３

田
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第
１
回
灯
油
価
格
調
査

-
II月20日現在

市
で
は
十
一
月
二
十
日
、
消
費
地
域
別
に
み
る
と
．
店
頭
価
格

生
活
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
今
年
第
一
は
．
西
宇
治
か
ら
東
宇
治
地
域
へ

回
目
万
灯
油
価
格
調
査
を
行
い
ま
移
る
に
従
っ
て
高
く
な
る
傾
向
が

人権擁護委員

み
ら
れ
、
宅
配
価
格
は
．
中
宇
治

が
最
■
･
＾
高
く
な
っ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
小
売
店
と
ス
タ
ン
ド
で

は
．
店
頭
価
格
は
ス
タ
ン
ド
が
安

く
．
宅
配
価
格
は
小
売
店
四
方
が

安
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
．

（
商
工
観
光
課
）

第1回灯油価格調査結果（18L当りの価格)

1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で
人
権
週
間
１
‐

城
南
人
権
擁
護
委
員
協
襲
君
京
都
地
方
法

務
局
で
は
、
こ
の
週
間
の
取
組
み
と
し
て
人

権
（
身
の
上
）
相
談
所
”
を
開
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
と

え
ば
、
差
別
を
受
け
た
と
き
、
名
誉
な
ど
を

侵
さ
れ
た
と
き
、
義
務
の
な
い
こ
と
を
強
要

さ
れ
た
と
き
、
離
婚
や
相
続
な
ど
家
庭
問
題
。

借
地
、
借
家
や
金
銭
問
題
な
ど
。
ｙ
と
き
…

1
2
月
４
日
俐
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
市
民
会
館
と
西
小
倉
墨
扉

お
越
し
に
な
れ
な
い
人
は
、
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
宅
ま
た
は
、
京
都
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
係
(
Ｃ
ｉ
-
S
3
1
－
０
１
゛
ｗ
ｌ
）
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
秘
書
課
）
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治
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槙
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久
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重
一
宇
治
妙
楽
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4
2
1
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2
2
0
7
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川
桂
子
黄
道
丸
山
１
の
6
9
2
1
－
3
4
5
8

松
本
得
一
宇
治
蔭
山
1
7
の
3
2
2
2
-
N
N
N
i
n

向
井
信
雄
大
久
保
町
山
ノ
内
１
４
１
－
6
4
8
8

山
口
政
一
小
倉
町
西
浦
7
2
2
2
‐
９
｀
４
４
４

山
花
忠
次
郎
宇
治
善
法
1
8
2
1
－
2
2
4
9

０9
3

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
せ

に
暮
ら
し
た
い
」
「
人
間
ら
し
く

生
き
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
願
い
は
、
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
、
働
く
権
利
、
教
育
を
受

け
る
権
利
な
ど
の
基
本
的
人
権
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
に

よ
っ
て
だ
れ
か
ら
も
侵
さ
れ
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
す
べ
て
の
国

民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
的
人
権
こ
そ
、
人
類

が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
あ
げ
た

も
の
で
あ
り
、
今
日
の
民
主
主
義

社
会
の
基
本
と
な
る
も
の
で
。
私

た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に

は
ま
だ
ま
だ
こ
の
権
利
が
不
当
に

侵
害
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
事
実

が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
同
和
問

題
が
い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
実
が
こ
の
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
に
同
和
対
策
審
議

会
が
政
府
に
答
申
し
た
中
で
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
同
和

問
題
と
は
、
「
近
代
社
会
の
原
理
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
市
民
的
権
利
、

自
由
と
は
、
職
業
選
択
の
自
由
、
教

育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権

利
、
居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、

結
婚
の
自
由
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
権
利
と
自
由
が
同
和
地
区
住

民
に
た
い
し
て
は
完
全
に
保
障
さ

未
解
決
に
放
置
す
る
こ
と
は
断
じ

て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で

あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ

る
」
と
同
和
問
題
解
決
の
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
解
決
を
は
か
る
具
体

人
権
を
守
り

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る

市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
っ
と

も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題

で
あ
る
」
「
近
代
社
会
に
お
け
る
部

落
差
別
と
は
．
ひ
と
く
ち
に
い
え

ば
、
市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害

れ
て
い
な
い
こ
と
が
差
別
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
市
民
的
権
利
と

自
由
の
う
ち
、
職
業
選
択
の
自
由
、

す
な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が
完

全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

特
に
重
大
で
あ
る
」

答
申
は
同
時
に
、
「
同
和
問
題
を

的
な
内
容
と
し
て
昭
和
四
十
四
年

に
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
で
も
、
行
政
の
責
務
と

し
て
同
和
行
政
の
推
進
を
重
点
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
同

和
問
題
の
解
決
の
た
め
に
努
力
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
．
こ
の
間
．
環
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
．
さ

境
改
善
事
業
な
ど
は
、
一
定
前
ら
に
同
和
問
題
に
取
組
ま
な
け
れ

進
し
た
と
は
い
え
、
総
合
的
に
み
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
物

て
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
状
態
で
す
。

引
き
続
き
今
日
ま
で
の
同
和
行

政
に
関
す
る
各
種
事
業
の
実
施
状

況
と
そ
の
効
果
の
再
点
検
を
ば
か

り
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
決
意
で
あ
り

ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
市
内
の
中
学
校

で
も
社
会
科
の
中
で
、
同
和
問
題

語
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
池
村
三
智
子
＝
南
遊
田
3
7
‐
2
5

な
差
別
を
断
じ
て
許
す
こ
と
な
く

同
和
問
題
を
単
に
同
和
地
区
の
人

々
だ
け
で
な
く
市
民
一
人
一
人
の

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
同
和
問
題
を
残
し

て
お
い
て
は
私
達
が
生
き
て
い
る

こ
の
社
会
が
と
て
も
民
主
主
義
社

に
つ
い
て
正
し
い
学
習
が
進
め
ら
会
と
し
て
な
り
た
た
な
い
こ
と
を

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

は
今
な
お
全
国
の
同
和
地
区
の
所
人
権
週
間
に
あ
た
っ
て
い
ま
一

在
地
を
「
部
落
地
名
総
鑑
」
「
部
落
度
家
庭
で
、
地
域
で
職
場
で
話
し

リ
ス
ト
」
な
ど
と
い
テ
図
書
に
し
て
、
合
い
を
深
め
て
差
別
の
な
い
明
る

企
業
に
販
売
し
、
就
職
の
雙
局
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
よ

等
の
権
利
を
奪
う
悪
質
な
差
別
事
う
。

件
、
い
わ
ゆ
る
地
名
総
鑑
事
件
が

‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｅ
１
１
‐
1
1
1
1
1
1
1

守ろう　みんなの人権

人権週間　12月4日～10日

民正委員196人決ま

る
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ａ
く

保
育
所
入
所
の
受
付

昭
和
五
土
（
年
度
の
保
育
所
入

所
受
付
を
次
の
要
領
で
行
い
套
ｔ

＜
入
所
申
込
み
で
き
る
人
〉

来
年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
後

六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満
の
乳
幼
児

で
、
母
親
が
家
庭
ま
た
は
外
で
仕
所
、
槙
島
保
育
所
、
大
久
保
保
育

事
を
し
て
い
る
な
ど
保
育
で
き
な
所
、
善
法
保
育
所
、
く
り
く
ま
保

い
愚
・
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
宇
育
園
、
明
星
保
育
園
、
あ
さ
ひ
保

治
保
育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
北
育
園
の
十
保
育
所
肩
で
は
、
五
十

木
幡
保
育
所
、
小
倉
双
葉
園
保
育

入所受付日と場所

″
｀
一
匹

保
保
保

Ｉ
り
園
保
倉

園
ぼ
育
久
小

く
の
保
大
西
親

所
ヽ
園
ぎ
園
ヽ
ヽ

‘
所
所
育
ら
育
Ｍ
＼
a
＼
Ｔ
-

≪
ｃ
育
所
育
保
-
｡
≪
育
育
鄙

保
育
保
し
ひ
戸
保
保

保
幡
保
よ
｀
室
ま
田
い
‥
ｆ

木
野
舶
か
所
一
二
く
勢
Ｍ

ｌ
ｔ
Ｊ
‘
八
一
匹
’
‘
Ｊ
Ｊ
剛

ｔ
育
所
育
園
園
育
園
園
紺
。

１
保
育
保
育
葉
保
育
育
”
‘
け

幡
保
倉
保
双
ひ
保
保
全
ｔ

木
治
小
星
倉
さ
胞
浦
４

北
宇
北
明
小
あ
同
南
後

所
所
所
ｍ
所
園
園
園
課
｛

所
育
育
＊
:
Ｌ
ｒ
≪
＊
育
育
匹
叫

コ
Ｖ
い
ゑ
一
響
；
″
一
一
一

受
木
治
小
星
″
M
J
胞
浦
四
心

北
宇
北
明
小
あ
同
南
福
ず

い

３
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ

Ｉ
金
月
火
水
木
金
誹

日
ぐ
く
１
く
１
１
－

曜
日
日
日
日
日
日
時

く
9
1
2
1
3
1
4
2
2
2
3
付

日
月
月
月
月
月
月

ｎ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
四

六
年
一
月
三
十
一
日
現
在
で
出
生

届
が
な
さ
れ
て
い
る
生
後
六
週
間

以
上
の
乳
児
も
保
育
の
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

〈
申
込
用
紙
〉

十
二
月
十
八
日
（
木
）
以
降
に
各

保
育
所
ま
た
は
。
福
祉
事
務
所
保

育
課
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
必
要
な
書
類
〉

母
親
の
在
職
証
明
書
と
勤
務
先

の
五
十
五
年
分
の
源
泉
徴
収
回
答

ど
が
必
要
で
す
。

（
受
付
日
と
場
所
〉

表
の
と
お
り
。
な
お
、
保
育
所

で
申
し
込
み
の
で
き
な
い
人
は
一

月
二
十
二
日
（
木
）
と
二
十
三
日

（
金
）
に
福
祉
事
務
所
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
以
上
の
指
定
日

に
や
む
を
得
な
い
事
情
で
申
し
込

み
の
で
き
な
い
人
に
は
一
月
三
十

親
子
映
画
の
つ
ど
い

劇
映
画
で
、
カ
ラ
ー
３
０
分
。
「
わ
時
Ｉ
正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公

が
ま
ま
な
巨
人
」
Ｌ
動
物
物
語
で
民
館
ｙ
テ
ー
マ
・
：
子
ど
も
の
成
長

カ
ラ
忠
v
]
分
。
「
海
賊
島
の
大
冒
険
」

＝
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
海
賊
と
対

決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
少
年
た
ち

の
大
冒
険
物
語
で
、
カ
ラ
’
‐
1
7
分
。

子
ど
も
の
本

連
続
講
演
会

回
が
午
後
３
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
つ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
を

公
民
館
３
階
大
会
議
室
ｙ
上
映
予
対
象
に
。
今
年
度
最
終
の
講
演
会

定
の
作
品
・
・
・
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
を
開
き
ま
す
。

曲
芸
師
」
―
か
わ
い
ら
し
い
人
形
ｙ
と
き
…
1
2
月
1
1
日
（
木
）
午
煎
…
‘

・
と
文
庫
の
か
か
わ
り
ｙ
講
師
・
：
西

公民館の

お知らせ

8
0
4り１１９１Ｅ皿宇

陣
土
曜
の
会
の
お
母
さ
ん
ｙ
申
込

み
・
：
直
憶
扇
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
子
ど
も
さ
ん
の
保
育

希
望
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
子
ど
も
さ
ん
は
２
歳
以
上
。
定
員

1
0
人
。
お
や
つ
代
5
0
円
が
必
要
。
）

学
習
・
文
化
を

考
え
る
講
座

ん
ｙ
第
２
講
…
1
2
月
1
5
日
（
月
）
テ

ー
マ
「
私
た
ち
の
学
習
を
支
え
る
公

民
館
と
は
」
、
講
師
は
和
歌
山
大
学

講
師
の
山
本
健
慈
さ
ん
ｙ
第
３
講

：
‐
1
2
月
1
8
日
（
木
）
テ
ー
マ
「
私
た

ち
の
学
習
を
支
え
る
図
書
館
と
陪

講
師
は
図
書
館
問
題
研
究
会
の
芝

田
正
夫
さ
ん
ｙ
第
４
講
…
1
2
月
2
3

日
（
火
）
テ
ー
マ
「
豊
か
な
学
習
、

市
民
文
化
創
造
の
た
め
に
」
、
講
師

は
富
田
林
市
公
民
館
主
事
の
丸
山

正
弘
さ
ん
ｙ
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
？
正
午
ｙ
会
場
…
宇
治
市

公
民
館
申
込
み
…
希
望
の
人
は
電

話
か
、
は
が
き
で
公
民
館
へ
。

年
末
く
ら
し
の
資
金

年
末
を
む
か
え
、
生
活
に
お
困
り
の
世
帯
に

く
ら
し
の
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
金
額
は
1
0
万
円
以
内
で
、
貸
付
条
件
は

無
利
子
・
無
担
保
で
す
。
償
還
は
４
ヵ
月
す
え

置
い
た
の
ち
、
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返
済
で
す
。
貸

付
の
日
は
、
1
2
月
2
5
日
。

希
望
の
人
は
、
近
く
の
民
生
委
員
さ
ん
を
通

じ
て
’
Ｃ
Ｖ
Ｉ
月
1
5
日
か
ら
2
0
日
ま
で
に
、
住
民
票

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
貸
付
は
１
世
帯
に
つ
き
、
年
間

1
0
万
円
以
内
で
す
。
夏
期
に
1
0
万
円
貸
付
を
受

け
ら
れ
た
場
合
を
除
き
ま
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

移
動
図
書
館
（
1
2
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

日
地
区
時
間
駐
車
場
所

’
‘
／
２
㈲
北
小
倉
狗
0
0
～
1
1
‥
4
0
北
小
倉
小
学
校

１
。
南
小
倉
1
4
品
～
1
5
‥
0
0
南
小
倉
小
学
校

２
匍
緑
ヶ
原
1
4
茄
～
巧
0
0
緑
ヶ
原
児
童
公
園

１
／
３
く
大
久
保
狗
0
0
～
1
1
‥
0
0
旦
椋
公
会
堂
前

２
５
西
大
久
保
1
3
茄
～
1
4
‥
2
0
西
大
久
保
小
学
校

１
／
４
休
平
盛

1
4
一
４
０
～
1
6
品
平
盛
小
学
校

槙
鳥
1
3
‥
3
0
～
1
4
j
紫
ヶ
丘
公
民
館
前

1
2
／
９
㈲
蔭
山

1
5
¨
0
0
’
‘
持
2
0
の

白
川
1
0
‥
0
0
～
ｏ
-
3
0
元
茶
工
場

1
2
／
1
0
池
野
神
1
1
･
Ｏ
"
"
≪
H
≫
4
0
池
な
４
商
店
向
い
側

遊
田
1
4
必
～
1
6
‥
0
0
遊
田
三
角
公
園

1
2
／
１
１
俐
開
1
4
必
～
秤
2
0
開
公
民
館
前

２
／
７
剰
伊
勢
田
1
4
品
～
1
5
‥
4
0
伊
勢
田
神
社

１
１
く
広
野
1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
2
0
大
久
保
小
学
校

２
８
５
奥
広
野
1
4
‥
0
0
？
1
4
‥
5
0
奥
広
野
人
口

１
／
１
休
神
明

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
1
0
神
明
公
民
館
横

２
３
南
陵
町
1
4
‥
0
0
～
ｍ
-
4
0
二
丁
目
公
園
前

１
／
２
㈲
福
角

1
0
¨
0
0
～
1
1
¨
0
0
福
角
公
園
前

２
４
‘
゛
志
津
川
1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
0
0
竹
久
商
店
横
広
場

１
／
２
ぐ
明
星
町
1
4
･
Ｃ
Ｏ
i
-
Ｈ
-
C
O
明
星
集
会
所
前

の
蔭
山
地
区
の
駐
車
位
置
は
道
路
工
事
の
た
め
、
今
回
の

み
丸
善
石
油
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
東
に
変
更
。

○
市
民
図
書
室
か
ら

休
室
日
は
。
毎
週
月
曜
日
で
す
。

１9
3

昼
間
里
親
の

申
込
受
付
も

の
家
庭
で
保
育
を
す
る
「
昼
間
里

親
制
度
」
が
あ
り
、
こ
の
制
度
の

利
用
者
も
募
集
し
ま
す
。

保
育
の
対
象
は
、
来
年
四
月
一

日
現
在
で
、
生
後
六
週
間
以
上
三

歳
禾
満
の
乳
児
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
一
月
二
十
二

日
（
木
）
、
二
十
三
日
（
金
）
の
い
ず
れ

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

福
祉
事
務
所
保
育
課
で
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
保
育
課
）

は
午
後
３
時
ま
で
ｙ
ご
注
意
・
：
来

場
前
に
体
温
を
は
か
り
、
問
診
票

に
記
入
し
母
子
手
帳
と
と
も
に
提

1 2
月
の
献
血

ｙ
1
2
月
1
0
日
（
水
）
…
午
前
1
0
時
～

正
午
に
木
幡
コ
ピ
ア
甑
関
西
工
場

で
、
午
後
１
時
半
１
３
時
半
に
黄

槃
病
院
で
。
（
保
健
衛
生
課
）

三
種
混
合
の

予
防
接
種

ｙ
対
象
・
：
満
２
歳
～
４
歳
の
幼
児

な
お
。
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
り
、

予
防
接
種
を
受
け
ず
に
４
歳
を
こ

え
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
は
、
ジ
フ

テ
リ
ア
と
破
傷
風
の
二
種
混
合
の

接
種
。
第
―
期
は
初
め
て
受
け
る

募
集

案
内

バ
ザ
ー
の

出
品
を
募
集

成
人
の
日
の
っ
ど
い
実
行
委
貝

会
で
は
「
2
0
歳
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

・
バ
ザ
・
・
・
・
」
を
来
年
１
月
1
1
日
に

開
き
ま
す
が
、
今
月
中
、
出
品
さ

れ
る
も
の
を
求
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
出
品
は
社
会
教

育
課
ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

催
し

木
幡
内
畑
二
三
―
五

鳥
田
英
里
子
ち
ゃ
ん

化
す

■
Ｗ
Ｕ
ｏ
ま
し

は
す
ん
い
６

ど
ｒ
。
麗

ほ
ル
仔
し
く

る
ド
お
ｓ
絡

特
冦

違
の
掲
れ
へ

聞
所
に
ま
課

と
近
欄
生
報

子
の
の
月
広

器
。
詔

’
・

お
正
月
料
理
教
室

ｙ
と
き
・
：
1
2
月
1
4
日
（
日
）
と
1
5
日

（
月
）
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら

ｙ
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
市
民
会
館
―
階
）
ｙ
内
容

・
・
・
お
正
Ｈ
の
料
理
ｙ
講
師
・
：
料
理

研
究
家
の
星
野
美
智
子
さ
ん
ｙ
定

日
・
：
い
ず
れ
も
4
0
人
ｙ
費
用
・
：
受
講

は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
千
円
が

必
■
＄
ｉ
＞
申
込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
．

豊
卯
１
１
５
）
へ
。
な
お
、
先

肴
順
で
締
め
切
り
。
（
京
都
府
）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
1
1
1
1
1
1
1
a
4
1
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
ｌ
ａ
ｌ
Ｉ
ａ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
―

お
知
ら
せ

１
月
９
日
か
ら
開
始

大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば

』
ぞ
４
ｊ
占
■
ｈ

廠

廠

廠

、゛
」
」
」

｝」
「
」
廠

ｔ

廠

一
】

一

みんなの健康
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1
２
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

市役所清掃課

ヽ
番
ｊ
３
除
ヽ
中
派
３
市
前
赤
国
・
中
ノ
開
以
ヽ

華
弐
神
山
を
山
新
、
部
ｊ
の
信
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚

蓮
ヽ
天
丸
筋
ノ
ヽ
裏
一
丿
語
で
京
内
畑
西
の
ヽ
・
国
里

ヽ
神
の
■
ヽ
道
上
荒
屋
口
山
毛
ま
南
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一

楽
野
南
島
国
ヽ
ノ
茶
ｊ
ノ
西
・
前
ら
■
３
陣
北
ｆ
以
ノ
西
割
ヽ
Ｉ

妙
ヽ
以
中
・
竹
中
・
筋
南
ヽ
山
信
か
廟
ヽ
ヽ
鉄
北
ヽ
番
田
田

ヽ
琶
鉄
ヽ
山
大
ヽ
・
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
国
３
ヽ
林
三
皆
山

番
琵
国
谷
寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
南
銀
の
御
桧
ヽ
ヽ
東
川
梅
・
日
ヽ

壱
ヽ
ヽ
３
宮
ヽ
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
J
L
J
ヽ
ヽ
畑
端
ノ
古
ヽ
二
ヽ
振

ヽ
居
森
□
ｓ
裏
ノ
中
筋
で
井
皿
井
か
ヽ
浦
腿
田
畠
‘
内
南
芝
ヽ
林
・
本
又

字
下
若
３

４

ｊ
山
３
東
南
３
ヽ
ｊ
髄
ま
ヽ
Ｅ
ヽ
前
５
池
西
丿
鉄
山
北
Ｉ
ヽ
ヽ
の
田
大
一
岡
ヽ

文
ヽ
ヽ
域
神
域
尖
棟
ヽ
ヽ
棟
田
山
切
盛
鉄
林
銀
棟
堀
の
島
国
畑
ヽ
中
中
山
東
西
ヽ
ヽ
、
１
’
３
内

宇
山
落
仝
野
全
ヽ
2
0
山
３
内
3
2
蔭
南
ヽ
踏
平
近
若
京
j
4
3
南
ヒ
田
ヽ
ヽ
原
東
西
南
以
ヽ
添
角
村
舎
域
東

｀
東
矢
く
ヽ
く
開
ゝ
里
裏
ノ
ゝ
ヽ
ヽ
田
ヽ
く
｀
・
浦
３
ゝ
ヽ
ａ
新
山
山
草
・
ヽ
ヽ
前
野
福
上
宿
全
ヽ

収
：
除
谷
除
大
１
一
屋
山
2
1
面
ａ
成
一
一
椋
除
谷
際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
皿
谷
ヽ
ヽ
ヽ
大
く
方

―
り
法
坂
を
大
を
・
ｒ
、
・
茶
ヽ
く
浮
卜
丿
新
ら
旦
を
ヽ
ノ
大
山
の
砂
ぐ
堀
道
丿
東
ヽ
御
ヽ
正
北
山
ヽ
Ｉ
ヽ
道
坂
匍
島
京
除
乙

ヽ
善
米
３
３
筋
ヽ
ノ
・
筋
尾
宅
谷
・
山
宅
Ｉ
ゝ
ウ
筋
・
か
ヽ
ｊ
島
筋
ヽ
ヽ
南
ヽ
宅
ヽ
市
田
３
以
内
ヽ
揃
の
３
ヽ
南
３
谷
路
島
界
折
ノ
３
木
ヽ
を
ｊ
ｊ
ヽ

尻
：
域
域
道
域
塚
道
俵
住
生
裏
ノ
ヽ
’
住
域
木
ヽ
道
田
前
原
白
田
道
山
浦
以
田
住
池
の
遊
城
鉄
ノ
尾
花
東
城
原
ヽ
中
岡
小
雀
寺
ヽ
芝
町
八
内
町
域
城
本

里
川
‘
一
全
全
国
全
蛇
国
ｊ
‘
営
桐
西
北
保
営
全
名
荒
国
成
所
田
半
折
国
北
南
筋
遊
営
蓮
で
南
全
ほ
伊
平
・
以
全
河
村
東
吹
鳴
雲
虹
の
平
大
″
平
全
全
山

ぐ
塔
ぐ
ぐ
く
ぐ
ぐ
く
ぐ
府
ぐ
く
く
久
府
ぐ
ぐ
／
ぐ
ぐ
出
く
ぐ
ぐ
ぐ
く
ぐ
道
ぐ
府
く
ま
ぐ
ぐ
ぐ
塚
鉄
ぐ
ぐ
中
・
く
東
平
西
ぐ
く
Ｉ
戸
く
く
く
く

治
川
町
町
明
治
町
町
保
町
町
保
町
町
町
町
町
治
町
町
町
町
町
保
町
町
町
町
治
幡
蔵
幡
庄
幡
庄
道
庄
道
町
川
治

轟
八
野
八
八
晶
ｌ
一
丿
玄
錨
‘
’
間
倉
一
島
倉
地
ヶ
ケ
ケ
星
津

宇
白
南
羽
神
宇
開
広
西
広
大
西
安
伊
開
広
大
宇
小
羽
伊
小
伊
西
小
伊
槙
小
宇
木
六
木
五
木
五
菟
五
菟
明
志
宇

1
7
1
8
抑
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9

1
2
3
4
5
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
5
1
6

ｙ１

城南衛生管理組合

゜
｀
鉄

・
町
個

一
｀
木
端

町
ノ
南

柿
｀

゜

ｙ
こ
作

以
兌
徳
熊
・

西
い
ハ
ヽ

｀
浦
Ｅ
三
丿
西
‘

域

ｉ
ｍ
Ｎ
ｎ
ｉ
Ｎ

Ｉ
ｗ
ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
Ｔ

Ｊ
一
紀
一
一
″
～
彰
Ｅ
一

西
島

濃
緑

兄

お
拳
一

腿
ヽ
八
。
、

－
一
炉

農
弧

回
舞
Ｓ
^

/
- ｄ
ｇ
>
j
j
／
。
ｒ
i
Ｗ
Ｗ

幡
戸
西
谷
以
ゝ
酎

丿

庄
住
岡

屁
饗
崇
頌

砿
四
繋

地
口
、
ヽ
尾
ノ
ヽ
■
・
ヽ
ノ
西
・
ヽ

六
町
出
東
東
以
畑
陣
尾
ヽ
削
辻
芝
Ｌ
開
削

ｈ
羅
５
陵
剛
ご
窯

一
東
畑
・
蔵
山
ぐ
目
ヽ
ｊ
ヽ
蛋
一
ぐ

田
田
浦
ノ
山
畠
揃
御
蔵
丁
畑
西
林
界
浦
角

車
福
西
芝
北
花
北
御
正
一
内
以
大
一
寺
西
福

1
2

2
2

3
4
5
6
8
9
0
1
2
3
5
6

一
ワ
Ｆ
８
Ｑ
″

1
1
1
1
1
1
1
1
1

１

酎
則

以
■
ｖ
ハ
ー
ヽ

Ｉ
Ｊ
四

照

コ

器

驚
ハ
Ｅ
’
″
弘

’
以
山
゜
ヽ
河
志

脳
ａ
Ｅ
四
岬

丿
諮
Ｈ
ご
‥

一
届
扇
眠
一

蔚
罰
Ｊ
歿
惣

｀
ｔ
総
゜
臓
頑
急

８
:
＋
＜
難
詣
彝

゜
上
ふ
６
６
大
治
段
｀
椋

冒
言
願

志
ノ
山
谷
東
北
東
番
番
楽
本
筋
原

Ｄ
北
寺
宮
宮
宮
宮
弐
弐
妙
森
中
田

2
2
0い

4
5
6
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
9

年末年始の

特別収集のお知らせ

匹
］

地
ｙ
ハ

子
晒
日

’
一
″

’
Ｊ
。
ｎ

治
｀
通
で
一
一
ａ

≪
-

ヽ
諮
3
3
ヽ
、

ａ
１
１
2
m
°

ｍ

Ｐ
面

槙
｀
一

l
J
r
ｐ
r
n
l
i
i
＾
I
≫
田
北

ｔ
畑

●
゛
ぐ
ロ
田
降
”
ヽ
幡

匝
ｒ
Ｊ
ｔ

｀
鸞

誓

陥
♂

濃
鴫
撃
周
前
脆
陽
哺
４

Ｊ
。
９
墟
罷
Ｊ
胆
闘
碩

｀
圭

ｆ

堀

％
畿
顛
熱
ヽ
―
一
ぶ
：

小
西
中
若
北
東
山
十
老
東

1
2
3
4
5
6
8
9
0
1
2
3
5
6
7
8
Q
｀

ｎ
乙Ｃ

Ｏ
Ｇ
■
ｉ

‰
’
ｌ
Ｓ
さだくせかまおらなとこ切Ｆ

Ｓ
ま

０ＹＧＮＡ～ＳＩＡＴ

社会式株業産島田

四卵心Ｅ
ｒス

沁

｀
訟

西
久
9
5

顕
四
万
品
混

0
7
7
4

宇
国
豊

町ｋ

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

もえないゴミ収集日程表 し尿収集日程表

一

一

－
－
－
－
－－－

胚回
業
三

需
プ

ー
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

‐
－

ｒ
－一

－Ｉ
Ｉ
畷
－

匹目鍵
く

に麓
弘

明
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